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１．はじめに 

 

近年日本において住宅地における交通静穏化への取

り組みとして、ハンプや狭さくの法制化や「くらしのみ

ちゾーン」事業等の推進が進められており、その施策や

手法は海外と肩を並べるまでになってきている。また、

歩道や自転車道の整備といった歩行者・自転車交通のた

めの道路空間づくり等も各地で行われている。このよう

な現状の中、日本では一般的には歩車分離を目指す、と

いう考え方が定着しているとはいえ、実態としては、歩

車共存を前提とせざるを得ない歩車未分離の道路が膨大

に存在する。 
一方、日本より早く生活道路における交通静穏化へ

の取り組み等が活発化した海外では、住宅地内や市街地

内における歩行者・自転車交通のための道路空間づくり

における手法は多様である。そしてそれらは各地で行わ

れ評価を得ている。そのような海外での進んだ取り組み

を日本のこれからの道路空間づくりに生かすことは大い

に意義のあることであるといえる。 
そこで本研究では、近年新しい交通静穏化への取り

組みとして、海外で注目される Shared Space について

焦点をあてる。Shared Space は歩車共存の考えに基づ

く新しい手法である。ここでは、交通量の少ない都心部

の道路に着目し、「自動車が存在すること」が歩行者に

与える影響について、歩行者天国との比較のもとで検討

を行うこととする。 
 
２．Shared Spaceについて 

 

Shared Space とは、道路における歩車道の分離や、

信号、標識等の規制を与えず、最低限の交通ルールと相

互のコミュニケーションで行動する空間である。一見危

なそうに思えるが、道路空間を共有することで適度な危 
*キーワーズ：地区交通計画、歩行者、都心部 
**非会員、さいたま市北部建設事務所 
さいたま市大宮区大門町3-1   
Tel:048-646-3255 

***学生会員、工修、埼玉大学大学院理工学研究科・日本学術

振興会特別研究員DC 
****正会員、工博、埼玉大学大学院理工学研究科 

険意識が生まれ、相互が注意して行動するようになる結

果、車の走行速度も落ち、安全が確保できるとされる 1)。 

Hans Mondermanらによって2003年にDrachten（オラン

ダ)で初めて整備されて以降、2005 年までに 107 ヶ所の

交差点が整備されたが、この間、重傷者や死亡者の出る

事故は発生していないという。 

Shared Space と他の交通静穏化との違いは、①障害

物がなくなることにより、景観が良くなる・様々な用途

への適用が可能となる、②ハンプや狭さく等を必要とし

ないため費用が比較的かからない、③その地区の課題や

状況等に合った対策・デザインがとれる、等が挙げられ

ている。 
一方で、視覚障害者や小さな子供の安全性などにつ

いての危惧も決して小さくなく、欧州での評価が定まっ

たとは必ずしも言える段階にはない。 
ただ、取り組みが広がっていることは事実として受

け止める必要がある。 
 各地でのShared Spaceの効果を受け、2004年にはEU 

Shared Space プロジェクトが発足。モデル地区となっ

た Bohmte(ドイツ)ではまちの目抜き通りを Shared 

Spaceとして再整備した。整備後、1年間に40～50件ほ

どあった交通事故は完成後1年間ではほぼゼロに等しく

なったという 2)。渋滞や混乱が発生することもなく、か

えって交通の流れがスムーズになり、市民の 90%がポジ

ティブにこのプロジェクトをとらえている。民地と道路

の一体化により誕生した教会前の広場では、州道を締め

切り、サッカー欧州選手権のパブリックビューイングや

クリスマスイベントが行われている。 

 
図 １：BohmteのShared space 



 

３．交通量の少ない都心部道路における歩行者の行動と

意識 

 

 以下では、自動車交通量が比較的少ない都心部道路を

対象として、歩行者の行動や意識を分析することにより、

整備のあり方を考えるヒントを得ることにしたい。 

 このような道路は、実態的にはShared spaceに近い使

われ方をしている場合が少なくないと思われるが、はた

して、そのような空間は歩行者にとって十分満足のでき

る状況なのであろうか。それとも、多少無理をしてでも、

歩行者天国やモールといったカーフリーの状況の実現を

目指すべきなのだろうか。 

 この命題に関して、静岡市で行われた都心部道路の歩

行者天国実験のデータを用いて検討することとする。 

 

（１）検証方法及び実験概要 

a）検証方法 

 交通量が少なく、比較的 Shared Space と近い道路空

間を持つ地区を対象とし、ビデオ観測調査による行動分

析とアンケート調査による意識分析から通常時と歩行者

天国時を比較する。 
b）実験概要 
本研究では、車の通行する車道を歩行者も歩行する

場面が多く見られ、道路空間が沿道店舗まで一体的に整

備された、静岡伝馬町けやき通りをケーススタディに分

析を行った。 
けやき通りの現状として、車の交通量は少なく（約

20 台/h）、車の走行速度は遅く（約 10km/h）、商業地

区であることから歩行者の横断が盛んである（約100人

/h）。休日の午後は毎週歩行者天国が実施され、ショッ

ピングに訪れる若者や家族連れで賑わっている。 
静岡市では、都心部活性化を目的として、けやき通

りのあり方を検討してきたが、その中で、2009 年度に

は、平日も歩行者天国化する社会実験が実施された。 
 

 
図 １：普段のけやき通りの様子 

 
その際にけやき通りの歩行者に現状に関するアンケ

ート調査を実施し（有効アンケート回答：826 部）、ま

た通常の平日と社会実験時の平日（歩行者天国の平日）

のけやき通りを撮影し、ビデオ観測調査を行った。 

 
図 ２：実験対象地区 

表 １：静岡伝馬町社会実験概要 

実験名 主催 実施期間 実施概要

平成２１年度
伝馬町社会

実験
静岡市

2009年11月24日(月)～11月27日(金)
の平日

13：00～18：00

普段休日のみ行って
いる歩行者天国の、
平日における実施

 
 

（２）分析結果 
a）ビデオ観測調査分析 
ビデオ観測調査ではけやき通りを図のように分け

（図 ３）、歩行者の歩行位置、また車道で歩行者と車

が出会った時の関係について分析を行った。 

観測区間

民地 路側帯 車道 路側帯 民地 

 
図 ３：ビデオ観測調査に用いた平面図 

 
 

 
図 2：DrachtenのShared space 
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 ビデオ観測調査から、けやき通りを通過した人の歩行

位置を観測すると、通常の平日より歩行者天国の平日の

方が車道を歩行する人の割合が約 10％高くなるという

結果が得られた（図 ４）。また、車道のみ歩行した人

の割合を比較すると、こちらも約 10％程度、歩行者天

国の平日の方が高くなった（エラー! 参照元が見つかり

ません。）。 
けやき通りでは、普段から車の通行は少なく車道を

歩行する人の姿は多く見られるが、絶対に車の入ってこ

ない歩行者天国の方が車道まで広く歩きやすいためであ

ると考えられる。 
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図 ４：けやき通りを通過した人の通過位置 
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図 ５：けやき通りを通過中に車道の見歩行した人 

 
次に車と歩行者の関係について分析を行ったところ、

車道で車と歩行者が出会った場合、道路を譲った割合は

車と歩行者でほぼ同程度であるという結果が得られた。 
けやき通りでは無意識に歩行者と車が共に道路を譲

り合う関係が成立していると考えられる（図 ６）。 
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図 ６：車道で車と歩行者が出会った場合どちらが

道を譲ったか 

 

b）アンケート調査分析 
アンケート調査分析の結果から、車の通行するけや

き通りを快適に歩くことのできる条件について、全ての

項目で「必要」「やや必要」の割合が半数を超えるとい

う結果が得られた（図 ７）。 
以上から、日常から車の通行は少なく走行速度がか

なり遅い通りであっても、速度規制や、車が走りにくい

構造や、歩車が分離されている道路形状の方が、安心・

安全であると感じている人が多いと考えられる。 
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図 ７：車の通行するけやき通りを快適に歩くこと

のできる条件 

 
一方、通常の平日にけやき通りで車道を歩行する人

について、約 50％の人は「車道を歩くのもやむを得な

い」等車道を歩行することを許容していることがわかっ

た（図 ８）。また、けやき通りの自動車交通量につい

て「多いと思わない」と回答した人を対象に、その理由

を聞いたところ「平日は歩くのに気にならないから」と

回答した人の割合が 50％を超え、最も多い結果となっ

た（図 ９）。 

315 

車道を歩く

べきでは

ない

344 

車道を歩く

のもやむを

得ない

71 

車道を歩い

ても全く構

わない

82 

わからない

17 

その他

4 

無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

n=833

凡例

車道を歩く人についてどう思いますか？

 
図 ８：車道を歩く人についてどう思うか 
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図 ９：けやき通りの自動車交通量を多いと思わな

【車と歩行者の関係】 

車道で車と歩行者が出会った

場合、どちらが道を譲ったか 

n=112  



い理由 

以上から、けやき通りでは、歩行者の意識としては、

車の通行する車道を歩行者が歩くことへの抵抗は少ない

ようである。 
 

 けやき通りの適切な状態についての質問では、実

に 60％以上の人が「現状通り」（平日は車の通行可、

休日は歩行者天国）を適切であると感じていることがわ

かった（図 １０）。また、この質問では通常の平日に

けやき通りを「車で通過する人」「徒歩で通過する人」

の間でも結果に相違がなく、どちらの場合も 60％強の

人が現状を適切であると感じているという結果が得られ

た（図 １１）。 
以上からけやき通りの利用者は車の通行する車道を

歩行者も歩行する現状を許容していると考えられる。 
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図 １０：けやき通りの適切だと思う状態 
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図 １１：けやき通りの適切だと思う状態（車・徒

歩別） 

 
c）Shared Spaceか歩行者天国か 

 以上の結果から、たとえ自動車交通量が少ない通りで

あっても、歩行者は歩行者天国の方が安心・安全である、

快適であると感じていることは否めない。しかし、けや

き通りでは車も歩行者も車道を利用する現状がある程度

許容され、また車も歩行者も互いに道路を譲り合う関係

が成り立っていると考えられる。 
よって、けやき通りのように、①車の交通量が少な

く、②車の走行速度が遅く、③歩行者の横断が盛んであ

る道路では、必ずしも歩行者天国を目指さなくとも、

Shared Spaceのような考え方を目指す可能性はあると

考えられる。 
 

４．おわりに 

 

本研究では、交通量が少なく、歩行者が車の通行す

る車道を歩行することへの抵抗が実態として少ないと考

えられるけやき通りをケーススタディとして、整備のあ

り方を考えてきた。 
その結果、けやき通りでは、車と歩行者が車道を共

に利用する現状が受け入れられ、歩車が互いに道路を譲

り合う関係が築かれていることから、現状（Shared 

Space のような空間）でも、実態として十分機能してい

ることがわかった。ただし、意識調査を通して捉えた歩

行者の視点からは、歩行者天国の方が良いと感じている

ことも否めない。 

 結論を得るまでには、都心部活性化への効果、視覚障

害者等への影響など、さらに多面的な評価を行うことが

必要であろう。 

 さらにいえば、今回は自動車交通量が少ない道路を対

象としたが、自動車・歩行者とも多い単断面道路の整備

のあり方を、今回のような視点で検討することが、わが

国においては最も必要なことであろう。 
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